
 

                                                                                                                                                                 

Revision Date: 2017/6/5 
Owner:  

© 2017 日本オーチス・エレベータ株式会社 
Page 1 of 9 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻上機 

油排出場所の油の流出状況の判定について 
 
 
 

対象 
 

ENNNUN-1808 UCMP 型式 DBT15-1-A 型 

ENNNUN-1809 UCMP 型式 DBT30-1-A 型 

ENNNUN-1810 UCMP 型式 DBT30-2-A 型 
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戸開走行保護装置に対する定期検査結果及び定期検査の項目・事項・方法・判定基準及び検査結果表 

(5)巻上機 油排出場所の油の流出状況の判定について 

 

 対象巻上機 戸開走行保護装置付 30T、PM138 

 

1. 検査方法 
 

 
 

排出口に取り付けられている油受け袋にて油の流出状況及びブレーキ側オイルシールの状況を目視にて確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油受け袋 

図１ ブレーキ側スタンド、及び内側軸受カバーの構造 

パイプ 

ナット 
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2. グリス、及び油分の流出 
 

 
 

 

ブレーキ側スタンドの内側軸受カバーには 2個のオイルシールが設けられています。 

それらが破損した場合には油受け袋や軸受カバー外面に軸受潤滑用のグリスや分離した油分が流出します

が、その原因に応じて対応が異なります。 

 

2.1 流出経路①からのグリス、及び油分の流出 

2.1.1 オイルシール①が破損の場合 

      オイルシール①が破損した場合、軸受潤滑用のグリス及び分離した油分が排出口（流出経路①）よ

り油受け袋に流出します。 

      この場合は長期にわたり油分の流出が続くと考えられ、破損したオイルシール①の交換が必要とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 油受け袋に油がたまった例 

油受け袋 

図 2 油流出経路 
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2.1.2 組立時に塗付したグリスの油分が流出している場合 

オイルシールには、組立前にグリスが塗布されています。（図 5） 

グリスの塗付作業をはけ塗りで行っているため、オイルシール①と②の間にグリスが残留してお

り、そのグリスに含まれる油分が排出口より油受け袋に流出することが考えられます。 

この場合は、残留しているグリスに含まれる油分のみが流出するため、一定期間のみの流出となり

ます。  

 

 

            
図 4 オイルシール拡大           図 5 グリス塗付作業     

 

 

 

油受け袋に油分が溜まっていることが確認された場合、2.1.1又は 2.1.2のどちらが原因か判断するために

は、流出量、流出箇所及び流出する期間を観察する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 流出経路②からのグリス、及び油分の流出 

オイルシール②が破損することにより、オイルシール①の外側にある軸受潤滑用のグリス、及び分離し

た油分が外部に流出します。 

オイルシール①の破損と同時に発生した場合、長期にわたり油分の流出が続くと考えられ、この場合

は、破損したオイルシール①②の交換が必要となります。 

 

以上の事から定期検査の判定について、次頁「3.判定基準」に定めます。 

 

※油分確認位置（図 6）に油分が確認された場合は、速やかにオイルシール（オイルシール①、②）の交換

を行う必要が有ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれのケースにおいても、オイルシール②が機能していれば油分はすべて油受け袋に

流出するので、ブレーキディスクやブレーキ本体に油分が到達することはありません。 

従って、軸受カバー外面（ブレーキ側）に油分が無ければエレベーターの運転を続けて

も安全性は確保できております。 
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3. 判定基準 
 

 
図 6 軸受カバー油分確認位置 

 

 

【要重点点検】 
1.油受け袋にパイプ下端に到達する油分がみられ、油分確認位置に油分が確認されない場合は、「要重点点

検」と判定します。 

なおこの場合は、油受け袋、及びパイプを交換し経過観察が必要となります。 

6か月間経過を観察し、油分がパイプの下端まで到達していなければ、原因は「2.組立時に塗付したグリス

の油分が流出している状態」と判断します。 

この処置は最初に油分を確認された時期が完成後 3年を超えない期間で 1回限りの処置とします。 

 

なお、要重点点検と判定後経過観察を行い、油受け袋にパイプ下端まで到達する油分が発見された場合

は、オイルシール破損の可能性が高いため速やかな交換が必要となります。 

 

注）「戸開走行保護装置に対する定期検査結果及び定期検査の項目・事項・方法・判定基準及び検査結果

表に、油の有無にかかわらず油受け袋の写真を添付して下さい。 

 

 

【要是正】 
1.完成後 3年を超え油受け袋にパイプ下端に到達する油分が確認された場合は要是正と判定します。 

 

2.油分確認位置において油が流出し、かつ油受け袋にパイプ下端に到達する油分が確認された場合は要是正

と判定します。 

 

3.前回要重点点検と判定され経過観察を行い「指摘なし」とした後で、再度油受け袋に油が溜まりパイプ下

端に到達している場合は要是正と判定します。 

 

4.要重点点検と判定し経過観察にてパイプ下端に到達する油分がある場合はオイルシールが破損している可

能性が高いため要是正と判定します。 

 

 

 

 

 

油分確認位置 
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参考写真 

パイプ下端まで油が到達した例 油受け袋に油分がみられる例 油受け袋交換後 例 

ナットまで油が来ている（図 7） 
袋下部に少量の油が見られる 

(図 8) 
油がない状態（図 9） 

   
 

4. 参考 
交換部品（図 9） 

部品名 
部品 

番号 
図 部品名 

部品 

番号 
図 

⑤ 

パイプ 

JAA377
AWH1 

 

⑦ 

ナット 

JAA72 
AFD1 

 
 

 

⑥ 

袋 

JAA437 
ADC1 

 
 

② 

クラ 

ンプ 

JAA336 
AEY1 
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油受け袋組立図（図 10） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 mm 程度のすき間を確保すること 
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5.検査表記入例 
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